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⑪上永谷ふれあいの道 （資料）                2019/10/18 tsuda 

 

2019年１０月３０日(金) 9:30 上永谷駅 (B31:中川～B09：上永谷、28km 50分)  

 

上永谷駅・舞岡駅のある 港南区について 
 

昭和 44年(1969）、南区から分区、人口 21万人・面積は 19.86ｋ㎡ 

 （都筑区は 21万人 27.88ｋ㎡、199４年に港北区から分区） 

大岡川と、柏尾川の支流である平戸永谷川の上流の谷と台地が 

細かく入り組んでいます。 区を南北に貫くように、旧武蔵の国と 

相模の国を分ける国境の道が通っています。（鎌倉古道） 

国境の道は分水嶺でもあり、東側の日野川・大岡川は東京湾へ、 

西側の平戸永谷川は相模湾へ注いでいる。 
 

江戸時代以前は武蔵の農村だが、横浜開港に伴い、近郊農業 

（野菜・花）や養蚕、製陶業や捺染などがはじめられた。 戦後の 

高成長期に横浜市の拡大とともに大きく変貌を遂げた。 

 

①永谷天満宮 （日本三体永谷天満宮） 

 延喜 2年(902)太宰府へ左遷された、菅原道真が

自刻した像三体のうちの一体、 日本三体永谷天満宮 

(太宰府安楽寺と河内国土師村道明寺） 
 

菅原道真の子息敦茂が、この尊像を奉じて永谷郷に

居住したのが、始まりといわれている。 
 

明応二年(1493)、相模八ヵ郷の領主、上杉刑部太夫、

藤原乗国が天満宮の社殿を造営が創建。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

天満宮と牛 （伝承から） 

菅原道真公は、おとなしい白い牛を飼っていました。 

大宰府へ左遷発令の時に行方が判らなくなっていたが、左遷の途

中、道明寺の門前で暗殺されそうになったのを刺客を蹴散らしたの

が、他ならぬその白い牛でした。 

又、天神様のご遺言に「お墓の事は牛が知っているから、その牛の

赴く所に葬る様に」とあったところ、葬儀の牛車は安楽寺で止まった

のでそこに葬り申し上げました。 
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②貞昌院（曹洞宗） 天神山天照寺 

曹洞宗（総持寺、永平寺）道元禅師が鎌倉前期に伝えた。  （箱根駅伝応援サイトも 駒沢大学が曹洞宗） 

Webサイトがすごい、リアルタイムのパノラマビューや各種の案内、英語サイトも） http://www.teishoin.net/ 
 

天正 10年(1582)宅間藤原規富が、天神社を再建するにあたり、曹洞宗徳翁寺の勅特賜徳光禅師(徳翁四世明堂

文龍大和尚)を招請して、天台宗の宿坊上之坊の廃跡地に創建、文化 14年(1817)当地に移転。 

ご本尊は十一面観世音菩薩です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

勝海舟の書 永野小学校にある 
（明治 22年 永谷、下野、上野を統合し永野村に） 

勝海舟の書 勝海州配下だった平野玉城が拝領、 

子息が寄贈 
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⑥下永谷市民の森 公園の案内資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

⑨常玄寺 顕本法華宗妙満寺派 
 （けんぽんほっけしゅう みょうまんじは） 

日夽上人が元和 2年(1616) 赤坂の地に創建、正行院 

日遠上人（寛永 12年寂）が開山、手狭になったことも 

あり、平成 7年 11月に舞岡町へ移転。 
 

顕本法華宗は日什大正師によって創建された教団、 

大正師は 1314年（正和 3年）日蓮大聖人入滅 32年後 

会津に生れ、19歳の時に比叡山延暦寺に、38歳の時  

3,000人の僧侶の指導者（学頭）に成るほどの碩学。  

58歳の時、会津に戻り後輩の指導に当たりました。  

天気が良ければ見えるかも 



 4 / 4 

 

66歳の時、日蓮大聖人御所を読み、その教えに感動し、名を日什と改めた。 

68歳の時日蓮大聖人の教えを、正しく未法の世に伝えるため宗を再興したのが、顕本法華宗。 

昭和 16年に三派統合で日蓮宗に統合、戦後 顕本法華宗と日蓮宗に残った、日蓮宗什師会に分裂。 

 

 

C. 殿屋敷遺跡 （殿屋敷公園周辺に遺跡がった）    

 「殿屋敷」の地名は、旧荘長大津家に残る古文書から、戦国時代 後北条氏の 

家臣団の大津氏が 永禄(1568-70)に、東海道の守りの為この地に居住。 
 

 昭和 56年、開発に先立って発掘調査。 大規模な環濠集落と方形周溝墓 

(1700年前の弥生時代後期の墓 10基)、住居跡は環濠内に 28軒、環濠外で 

15軒、1万年前の縄文時代早期の石器や土器片も多数発掘された。 

  中世から近世の住居跡や井戸も発見された。隣接の大津宅に保存の板碑は、 

元徳元年(1329年)の記述、 

発掘調査でも鎌倉から室町時代の五輪塔・宝篋印塔・白磁片・宋銭・明銭の 

永楽通宝などが多数発掘されている。 
 

Oｐｔｉｏｎ  

木原生物学研究所(横浜市立大学舞岡キャンパス) （045-820-1900） 
 

 

 

木原均博士：ゲノムの概念を確立した遺伝学者・植物学者、 

コムギを中心とした植物ゲノムの研究展示 

 

 

 


